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スポーツ＆ウェルネス新産業創出交流会

（第2回スポウェル交流会）



京丹波町役場

京都府立丹波自然運動公園

京都トレーニングセンター

出典：京丹波町観光協会HPより



Ø 京都府立丹波自然運動公園に整備

Ø 京都トレーニングセンターは、京都府（文化生活部）におけるジュニアアスリート強化拠点として整備

Ø 2016年7月開所

京都トレーニングセンター



宿泊棟トレーニングセンター棟

京都トレーニングセンター

宿泊室（定員計300名）

タイプ 定員 室数

洋室（浴室付） 2名 2室

4名 10室

洋室 4名 11室

和室 4名 13室

8名 14室

12名 4室

研修室
定員100名

食堂
定員160名

大浴場（男・女）
小浴場

レストラン
ラフレシール



【京都府】

ジュニアアスリート強化拠点運営事業
京都府総合計画
南丹地域スポーツ＆ウェルネス＆ニューライフ広域連携プロジェクト
産業創造リーディングゾーン（ヘルス・スポーツ産業）

京都スポーツ医・科学サポートコンソーシアム（スポーツ庁事業：地域における〜）

【関西広域】

関西経済連合会 関西スポーツ振興ビジョン「トップアスリート支援事業」

関西スポーツ医・科学サポートコンソーシアム（スポーツ庁事業：地域における〜）

【国】地域におけるｽﾎﾟｰﾂ医・科学ｻﾎﾟｰﾄ
体制構築事業（ｽﾎﾟｰﾂ庁事業）

ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ競技別強化
拠点（ｽﾎﾟｰﾂ庁事業）

ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ（HPSC）
連携機関

日本ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ協会日本ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ委員会
ﾌｨｼﾞｶﾙﾁｪｯｸ協力機関

【京丹波町】 ＜ウェルネスタウン構想＞

教育委員会
学校教育課：小中学校における競技能力等支援事業
社会教育課：親子で体を動かす講座、健康・体力づくりサポート講座

デジタル政策課
町民のアクティブな健康（アクティブヘルス/ウェルビーイング）につながるフィ
ジカルデータ収集と活用に向けた取り組み

京都トレーニングセンターに関係する取組

全国で5機関
全国で15機関

全国で5機関



年齢・身体運動能力・スポーツ活動の関係
（伊坂 2007．馬渕改）

年 齢

体
力
#
運
動
能
力

リハビリテーション
手術・入院 寝たきり

チャンピオンスポーツ

介護

マスターズ
スポーツ

ジュニア
スポーツ

レジャー＆
レクレ−ショナルスポーツ

元気いっぱい

20歳

健康・体力維持増進

医
療

自立



年齢・身体運動能力・スポーツ活動の関係
（伊坂 2007．馬渕改）

年 齢

体
力
#
運
動
能
力

リハビリテーション
手術・入院 寝たきり

チャンピオンスポーツ

介護

マスターズ
スポーツ

ジュニア
スポーツ

レジャー＆
レクレ−ショナルスポーツ

元気いっぱい

20歳

健康・体力維持増進

医
療

自立各自治体・各大学における健康増進の取り組み

都道府県単位での強化

（測定など）

国レベルでの強化

（測定・支援など）

自治体・大学単位での支援

（測定など）



年齢・身体運動能力・スポーツ活動の関係
（伊坂 2007．馬渕改）

年 齢

体
力
#
運
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能
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20歳

健康・体力維持増進

医
療

自立各自治体・各大学における健康増進の取り組み

都道府県単位での強化

（測定など）

国レベルでの強化

（測定・支援など）

自治体・大学単位での支援

（測定など）

データが分断されている
有効利用されていない

（国際競技力の観点でも日本は20年遅れているとの声あり）



年齢・身体運動能力・スポーツ活動の関係
（伊坂 2007．馬渕改）
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NTC競技別強化拠点（パラパワリフ）HPSC連携機関

地域におけるｽﾎ゚ ﾂー医・科学ｻﾎ゚ ﾄー体制構築事業

関経連

京都府
ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄ強化拠点
総合計画

京丹波町：
小中学校支援

京丹波町：親子

京丹波町：
健康・体力づくり
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＜HPSCネットワーク連携機関（アスリート⽀援）＞
1. 北海道⽴総合体育センター北海きたえーる
2. 北翔⼤学
3. ⻘森県スポーツ科学センター
4. とちぎスポーツ医科学センター
5. 千葉県総合スポーツセンター
6. 国際武道⼤学
7. 帝京⼤学スポーツ医科学センター
8. 横浜市スポーツ医科学センター
9. 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
10.富⼭県総合体育センター
11.⼭梨学院⼤学スポーツ科学部
12.びわこ成蹊スポーツ⼤学
13.⽴命館⼤学スポーツ健康科学部
14.京都トレーニングセンター
15.⼤阪体育⼤学
16.公⽴⼤学法⼈和歌⼭県⽴医科⼤学みらい医療推進センターげんき開発研究所
17.⾼知県スポーツ科学センター

A

B

C

D

E

＜スポーツ庁事業＞
A:北海道スポーツ協会
B:新潟医療福祉⼤学
C:京都府（京都トレーニングセンター）
D:和歌⼭県⽴医科⼤学
E:宮崎⼤学

＜国スポ＞
24（R6）年 佐賀
25（R7）年 滋賀
26（R8）年 ⻘森
27（R9）年 宮崎
28（R10)年 ⻑野
29（R11)年 群⾺
30（R12)年 島根
31（R13)年 奈良
32（R14)年 ⼭梨
33（R15)年 ⿃取
34（R16)年 沖縄



1 2

3

4

5

6

7

9

11

10

1314
15

8
12

16
17

＜HPSCネットワーク連携機関（アスリート⽀援）＞
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＜スポーツ庁事業＞
A:北海道スポーツ協会
B:新潟医療福祉⼤学
C:京都府（京都トレーニングセンター）
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北海道、青森、新潟、栃木、埼玉、千葉、横浜、松本、
岐阜、富山、石川、福井、高知、岡山、

福岡、佐賀、沖縄
と直接コミュニケーション取れる関係にある

「スポーツ医・科学サポート研究会」
地域におけるスポーツ医・科学支援についてまとめ、発表する場

2022年7月設立
スポーツ医・科学
サポート研究会

同じ「地域スポーツ科学センター」同士での
「ネットワーク」「ユニオン」のような枠組みの形成を模索


